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症症
状状
やや
特特
徴徴

発
熱
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
が

長
引
く
（
1
週
間
前
後
）
こ
と
が

多
く
、
強
い
だ
る
さ
を
訴
え
る
方

が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

感
染
し
て
も
軽
症
で
治
る
例
も

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
、
心

不
全
、
呼
吸
器
疾
患
な
ど
）
を
有

す
る
方
は
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク

が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
肺
炎
が
重
篤
化
し
た
場

合
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
集
中
治

療
を
要
し
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
よ
り
入
院
期
間
が
長
く
な
る

事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
効
く
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

に
よ
る
治
療
は
確
立
し
て
お
ら

ず
、
発
熱
や
せ
き
な
ど
の
症
状
を

緩
和
す
る
治
療
と
し
て
、
解
熱
剤

や
鎮
咳
薬（
ち
ん
が
い
や
く
）の
投

与
・
点
滴
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

感感
染染
経経
路路

感
染
経
路
は
、
飛
沫（
ひ
ま
つ
）

感
染
と
接
触
感
染
の
2
つ
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

飛
沫
感
染
は
、
感
染
し
た
人
の

せ
き
、
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
と

一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出
さ
れ
、

他
の
人
が
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
口
や

鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る
こ

と
で
す
。
注
意
す
べ
き
場
面
は
、

学
校
や
満
員
電
車
・
バ
ス
な
ど
の

屋
内
で
お
互
い
の
距
離
が
十
分
に

確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
で
一
定

時
間
を
過
ご
す
と
き
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

接
触
感
染
は
、
感
染
者
の
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
物
を
感
染
し
て

い
な
い
人
が
手
で
触
れ
、
そ
の
手

で
自
身
の
口
や
鼻
に
触
れ
る
こ
と

で
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
入
り
込
む

こ
と
で
す
。
注
意
す
べ
き
物
は
、

電
車
や
バ
ス
の
つ
り
革
、
ド
ア
ノ

ブ
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
す

り
、
ス
イ
ッ
チ
な
ど
、
多
く
の
人

が
触
れ
る
物
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

日日
常常
生生
活活
でで

気気
をを
つつ
けけ
るる
ここ
とと

ま
ず
、
手
洗
い
が
大
切
で
す
。

外
出
先
か
ら
の
帰
宅
時
や
調
理
の

前
後
、
食
事
前
な
ど
は
、
石
け
ん

や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
し
っ
か

り
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

せ
き
や
の
ど
の
痛
み
な
ど
の
症

状
が
あ
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
マ

ス
ク
を
着
用
し
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
行
な
い
な
が
ら
、
ウ
イ
ル
ス

の
拡
散
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
（
下
図

参
照
）
。
た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
も

症
状
悪
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
健
康
を
見
直
す
た
め
、

こ
の
機
会
に
禁
煙
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
た
、
人
が
密
に
集
ま
っ
て
過

ご
す
空
間
は
感
染
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
の
で
、
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
（
左
上
図
参
照
）
。

発発
熱熱
やや
かか
ぜぜ
のの

症症
状状
がが
ああ
るる
とと
きき

発
熱
や
か
ぜ
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
仕
事
や
学
校
を
休
み
、
外

出
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
は

控
え
ま
し
ょ
う
。
休
む
こ
と
は
身

体
の
た
め
に
な
り
ま
す
し
、
感
染

拡
大
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
大
切

な
行
動
で
す
。
発
熱
が
継
続
し
て

い
る
場
合
は
、
毎
日
体
温
を
測
定

し
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
も
重
要

で
す
。

【
相
談
・
受
診
の
目
安
】

か
ぜ
の
症
状
や
37
・
5
度
以
上

の
発
熱
が
4
日
以
上
続
く
と
き
、

強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
を
感
じ

る
と
き
は
、
医
療
機
関
に
連
絡
の

う
え
、
相
談
・
受
診
を
し
て
く
だ

さ
い
。
高
齢
者
・
妊
婦
を
は
じ
め
、

基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
、
心
不
全
、

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
な
ど
の
呼
吸

器
疾
患
）
が
あ
る
方
は
、
前
述
の

症
状
が
2
日
以
上
続
い
て
い
る
状

態
が
目
安
に
な
り
ま
す
。

日日
々々
のの
健健
康康

維維
持持
がが
大大
切切

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
外
出

自
粛
や
自
宅
待
機
な
ど
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
変
な

時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
終
息
の

見
通
し
が
立
つ
ま
で
、
慣
れ
な
い

生
活
を
送
る
日
々
が
続
き
ま
す

が
、
心
身
の
健
康
維
持
に
努
め
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
行
な
い
な
が
ら
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
す
る
最
新
情
報
や
詳
細
情

報
は
、
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
や

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
拡
大
し
、感
染
者
数
は
連
日
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

日
々
の
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
っ
か
り
行
な
う
こ
と
、
人
が
密
集
す
る
場
所
は
な
る
べ
く
避
け
て
行

動
す
る
こ
と
、
体
調
不
良
の
と
き
は
出
掛
け
な
い
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
感
染
拡
大
の

防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
終
息
す
る
ま
で
の
間
、
外
出
自
粛
や
自
宅
待
機
な
ど
、
慣
れ
な
い
生
活
を
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
維
持
に
努
め
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国国
保保
組組
合合

でで
のの
対対
応応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
は
4
月

8
日
に
各
保
険
者
に
対
し
て
、
宣

言
期
間
中
（
4
月
7
日
か
ら
5
月

6
日
ま
で
の
間
）
は
、
特
定
健
診

・
特
定
保
健
指
導
等
を
行
な
わ
な

い
よ
う
指
示
を
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
国
保
組
合
で
は
宣
言

期
間
中
の
特
定
健
診
を
含
む
東
京

土
建
健
診
と
特
定
保
健
指
導
を
実

施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
リ
ス
ク
か
ら
、
組
合
員
と

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
「
い
の
ち
と

健
康
」
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
、
こ
の
よ
う
な
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
卒
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
宣
言
期
間
中
に
健
診
等

の
受
診
を
希
望
さ
れ
て
い
た
方

は
、
受
診
を
延
期
し
て
い
た
だ
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
5
月
7
日
以
降
の
社
会

状
況
等
に
よ
り
、
健
診
・
保
健
指

導
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
変

更
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
保
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
改

め
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
重
要
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国
保
組
合
は
、
2
0
2
0
年
4

月
1
日
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
に

て
、
第
1
2
7
回
組
合
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
よ
り
理
事
・
監
事

の
改
選
を
行
な
い
、
次
の
方
々
を

選
出
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
2
0
2
0
年
4
月
2

日
か
ら
2
0
2
1
年
4
月
1
日
ま

で
の
1
年
間
で
す
。

理
事
長

佐
藤

豊
（
目
黒
）

副
理
事
長石

村

英
明（

府
中
国
立
）

専
務
理
事
・
法
令
遵
守
担
当
理
事

渡
邉

輝
明
（
本
部
）

常
務
理
事木

村

潮
人
（
本
部
）

宮
本

充
章
（
国
保
）

理
事

石
川

信
一
（
北
）

齋
藤

誠
（
台
東
）

島
原

孝
（
足
立
）

中
村

隆
幸
（
杉
並
）

松
本

久
人
（
江
戸
川
）

丸
山

篤
義

（
多
摩
・
稲
城
）

渡
辺

義
久

（
三
鷹
武
蔵
野
）

監
事

田
村

彰
宏
（
本
部
）

横
沢

勉
（
大
田
）

顧
問

上
原

誠
（
練
馬
）

葛
西

政
之
（
大
田
）

北
川
誠
太
郎
（
本
部
）

熊
切

健
二
（
本
部
）

小
坂

剛
（
西
東
京
）

小
番

徹
（
本
部
）

後
藤

英
雄
（
葛
飾
）

佐
藤

里
志
（
渋
谷
）

中
宿

稔
（
本
部
）

中
原

收
（
本
部
）

檜
山

剛
志

（
多
摩
西
部
）

福
地

孝
志
（
板
橋
）

芳
井

武
（
葛
飾
）

（
役
職
別
・
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

2
0
2
1
年
3
月
か
ら
、
医
療

機
関
や
薬
局
を
受
診
し
た
際
の
被

保
険
者
資
格
の
確
認
を
、
保
険
証

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
な

う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す
（
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
）
。
こ
の
仕

組
み
で
は
、
医
療
機
関
等
に
皆
さ

ま
の
カ
ナ
氏
名
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
の
保
険
証
が
入

っ
た
封
筒
に
、
カ
ナ
氏
名
を
記
載

し
た
「
カ
ナ
氏
名
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
（
確
認
票
）
」
を
同
封
し
て

い
ま
す
。
カ
ナ
氏
名
が
誤
っ
て
い

た
場
合
で
、
ま
だ
、
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
確
認
票
を
訂
正
の

上
、
所
属
の
支
部
に
ご
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

第
１２７
回
組
合
会
を
開
催

第
１２７
回
組
合
会
を
開
催

佐
藤
理
事
長

石
村
副
理
事
長
を
再
任

カ
ナ
氏
名
の
確
認
は

お
済
み
で
す
か

カ
ナ
氏
名
の
確
認
は

お
済
み
で
す
か
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